
野々市市椿のまち条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、市花木である椿を通じたまちづくりの基本理念及び基本

事項を定めることにより、市民、事業者及び市が協働して椿を通じたまちづ

くりを推進し、もって椿が持つ十の美徳（以下「椿の十徳」という。）に象

徴される気品ある文化の醸成と、愛と和の精神が息づく心豊かな社会の実現

を図ることを目的とする。 

（基本理念） 

第２条 椿を通じたまちづくりは、昭和49年の愛と和の都市宣言の決議及び市

花木「ツバキ」の選定以来、市民が育んできた思いやりの心を礎とし、国際

優秀つばき園が郷土にある喜びと誇りを持って、先人が築き上げてきた歴史

と文化を未来へ紡ぐことを目指すものとする。 

２ 椿を通じたまちづくりにおいては、椿の十徳に象徴される気品を日々の暮

らしに育むとともに、人の和を尊重し、もって郷土への深い愛着と調和のと

れた社会を築くことを基本とする。 

（基本事項） 

第３条 市民、事業者及び市は、前条に定める基本理念に基づき、次に掲げる

事項を基本として、協働して椿を通じたまちづくりを推進するものとする。 

(１) ののいち椿館及び椿山を擁する野々市中央公園を国際的な評価にふさ

わしい格調高い景観として守り伝え、椿の魅力を深く鑑賞できる環境の充

実に努める。 

(２) 家庭、地域、学校等における椿の育成や学習を通じて、椿が持つ歴史

や文化への理解を深め、豊かな感性と人間性を育むよう努める。 

(３) 椿に関する取組を文化、教育、観光、産業等の多様な分野と連動させ、

都市としての品格を高めるとともに、その魅力を広く発信するよう努める。 

（椿の日） 

第４条 市民が椿への関心及び郷土への想いを深め、椿の美しさを共有すると

ともに、文化的な潤いある郷土の誇りを次代へ引き継ぐ日として、花と緑の

のいち椿まつりの開催日を椿の日とする。 

２ 市民、事業者及び市は、前項の規定による椿の日において、椿を通じた市

民相互の親睦及び市外からの来訪者との交流を深めるよう努めるものとする。 


